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1． は じ め に

　関 越総合水資源開発計画 は，当初 ， 社団法人 日本建設業

団体連合会か ら提案され た もの で ある が ， その 後社団法人

日本プ ロ ジ ェ ク ト産業協議会 （略称 JAPIC ）に 引き継が

れ ， 水資源対策委員会 にお い て 約 2 年間，計画 の 見直し が

行 わ れ，諸元 の
一

部 を改訂 の うえ ，

「関」
「越 」 双方 の 発展

を 図 る た め ナ シ ョ ナ ル プ ロ ジ ェ ク トと して 検討 され る よ う

提唱され て い る もの で あ る 。

　な お 日本プ ロ ジ ェ ク ト産業協議会は ， 昭和54年11月 に任

意団体 と し て創立 され，58年 4 月に 社団法人 に改組され た 。

　その 目的は ，
21世紀に 向けて ，よ り豊 か で 活力 の あ る社

会 を実現す る た め ， 国土 の 有効利用 と社会資本 の 充実を図

る 各種大型 プ ロ ジ ェ ク トの 推進 で あ る。

2．　 計画 の概要

　近年 ， 新潟県 （越）お よび首都圏を含む関東 は ， 上 越新

幹線 ・関越 自動車道の 開通等に よ り，物流 の み な らず人的

交流 を含 め 相互依存の 関係が
一

層強 くな っ て い る。

　本計画 は，こ の 両地域を流 れ る 目本 の 二 大河川，信濃川

と利根川 を結び， 有無補完し合 っ て 両地域 の 水問題 を恒久

的 に解決 し，そ れ ぞ れ の 地 域 の 発展 に貢献す る こ と を 目的

として い る 。

　信濃川 は，小千谷地点で 魚野川 と合流し，豊 か な水量 に

恵 まれ て い る が ， 特 に融雪期に は毎秒約 1000mS の 出水 が

2 か 月間も継続す る の で ， 排水不良等 の 障害を除くた め ，

大河津分水 に よ っ て ，直接 日本海に放流され て い る 。

　本提案は こ の 放流永を有効利用す るた め ， 途中小 千谷地

点 に お い て 取水 し，魚野川 の 支流黒又川 に新設 され る総容

量 13億 皿
s
（有効貯水量 11億 ma ） の 大貯水池に ポ ン プ ァ

ッ プ貯留 し ， 関越両地域 の 渇水期 に 補給 して ， 信濃川 お よ

び 利根川 の 利用可能河水の増大をは か ろ うとす る もの で あ

る 。

　図
一 1は計画 の 位置図 ， 図

一2 は縦断図を示 すが
， 計画

の 具体的 な構想 は以下 の とお りで あ る 。

　   　信濃川 の 下流 （小千谷地点） に取水堰 を設 け ， こ こ

か ら最大毎秒 300　mS ・総量 10億 m3 を限度に取水 し， こ れ

を 20km 余の 水路 ト ン ネル を通 じ，1150 　MW の ポ ン プで

欝

1
（祉）日本 プ ロ ジ ェ ク ト産業協議会　水資源対策委員会委員

図一1 位 置 図

January ，　1987

新潟県北魚沼郡入広瀬村に築造す る，高 さ 250皿 ，堤体積

6800 万 mS の フ ィ ル 型式 の 黒又川ダ ム に よ り形成 され る

黒又川貯水池 に ポ ン プ ア ッ プ貯留する 。

　  　黒又 川貯水池 の 満水位標高 500m に貯留された 水 は，

信濃川 の 渇水時や農業か ん が い 時 に は前記水路を逆流させ

て ， 信濃川下流域に補給 され る 。 こ の と き黒又川ダム 直下

に設 けた揚水ポ ン プ所は可 逆的 に 発電所 とな り， 補給時 は

800MW の 発電所 と して機能する。

　  　関東 に お け る 水不足 に対 して は ， 更に 10k 皿 余 の 水

路 トン ネル を通 じ ， 只見川 の 最上流北 ノ又川 に設け る北 ノ

又川貯水池に ポ ン プ ァ ッ プ す る 。 こ の 貯水池 の 標高 は 880

m で ， 水 は分水嶺を越え ， 既設奥利根湖 （標高 850m ）ま
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図一2 計画縦断 図

で 18km の トン ネル に よ っ て 自然流下 で 運ばれ ， 利根川 と

結ばれ る 。当面 こ の 水路は ， 毎秒 50m3 の 通水量 を予定 し

て い る 。

　  　こ の 計画実現 の た め 建設 され る主な構造物は ，

取水堰　　　　1箇所

ダ ム ・貯水池 　3 箇所

ポ ン プ所

発電所

水　路

3箇所

8箇所

ダム 体積計　 8100 万 mS

貯水池総容量計 15億 皿
3

ポ ン プ容量計　 270 万 kW

年間所要電力量 28億 kWH

発電力計　 　 233 万 kW

年間発生電力量 18．5億 kWH

総延長　　　　　　84km

で あ り， 発電所8 箇所 の うち 3 箇所 は ，ポ ン プ所 と併置 さ

れ ， 揚水発電所 と して も機能す る。

　  工 期 は 10年 ， 総 工 事費 1 兆円 と推定され るが，こ れ

に よ り新潟県 お よ び 首都圏 の 水問題 は長期的 に解決 され ，

供給 され る 原水価格 も 1　m3 当た り， 80円 な い し 100 円程

度で ， 既開発の 水 と合わ せ て効率的な利水が 可能 に なる と

と も に ， 建設波及効果 に よ る 地 域振興，産業育成 に 大き く

貢献す る もの と考え られ る。

3． 提案の背景

　本提案の 背景 とな っ て い る首都圏の 水問題 ， 利根川 ・信

濃川 の 水文条件， 計画の 主体を な す黒又川ダム の 地理的条

件， 計画 の 技術的裏付け ， お よび ア メ リカ に おける水問題

対策例 と して カ リ フ ォ ル ニ ア 州利水計画 ， 特 に Orovilleダ
ム に つ い て概記す れ ば次の とお りで あ る。

　3．1 水 問題 の 現状 と水文 ・地理的条件

　昭和53年 8 月 の 国土庁 の 見通 し に よ る と，昭和50年の 水

14

の総需要量 は 876億 ms で あ る が， 65年に は ， 1145 億 ms

とな り約270 億 m3 の 増加が見込 ま れ て い る 。 特 に南関東

地域 で は 現在計画中の 水資源開発 が順調 に 進 ん だ として も，

約 7億 皿
3
供給不足 が予想され て い た。

　そ の 後，2 次 に わ た る 石 油 シ ョ ッ ク を経 て ，日本経済は

低成長期に入 り， 水需要 の 伸び も停滞 し，当初予想され て

い た 1　100 億 m3 台 となる の は，約 10年 の び て 昭和75年以

降と も言 わ れ て い る。

　 しか し なが ら，最近発表され た 東京都水道施設調査会 の

答申 に 見 られ る よ うに ， 高度化 した 経済社会 を正常 に 維持

す る た め に，水供給の 安定保障 は従来以上 に そ の 必要性が

増 し，加 えて水 の 質に対す る要求 も強 まっ て くる もの と思

わ れ る 。

　す な わ ち ， 南関東地域は政治 ・経済 ・産業お よび 文化 の

中心 をな す，い わ ゆ る首都圏で あ っ て ， 日本経済の 国際化

の 進展 に 伴 っ て
， 国の 内外か らの 人 の 交流 も多くな り，首

都圏 の 水問題 は単にそ の 地域の 定住者の 問題 に 限 られ る も

の で なく， も し万
一
水不足 の 事態 が 生 じ れ ば ， そ の 影響 は

は か り知れ な い もの で あ る。

　こ の 対策と して ， 現在計画中 の 域内 の 水資源開発 を進 め ，

節水や水 の 再利用をは か る ほか，産業 の 再 配 置 ・ 人 口 の 分

散など広範な対策が必要で あ り， 徐々 に で は あ るが ， こ れ

ら各種 の 施策 が 進 め られ て い る こ と も確か で あ る 。 し か し

こ れ ら の 対策 を もっ て し て も ， こ の 地 域 の 水問 題 の 長 期

的 ・
抜本的解決 は容易で な い こ と もま た ， 大方 の

一
致 し た

見方 とな っ て い る 。

　こ れ は ， 当地 域 は降水量 が少 な い うえ，人 r の 集中度が

高 い た め ， 人 口 1人当た りの 賦存量 が他地域 に 比べ て著 し

く少 な い こ とに 起因 し て い る。

，

土 と基礎 ， 35− 1 （3A8）
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　 す な わ ち， 関東平 野 を流 れ る利根川 は 流 域 面 積 16840
km ！

と 日本
一

の 大河川 を誇 っ て い る が ， 年間 の 降 雨 量 は

1500rnm 程度 で
，

し た が っ て ， 年間 の 流出量 は 110億 皿
3

で ある 。加えて ， 降水量 は梅雨 お よ び 台風 に 多 くを依存し ，

豊水 ・渇水 の 差が著 しい 。さ らに豊渇水 の 差 を調 整 す るた

め の 大貯水池建設地 点 も少 な くな っ て い る 。

　こ れ に 対 し ， 信濃川 の 年間総流出量 は 小千谷 地 点 に お い

て 156　ee　mS ， 大河津地点 で は 173億 m3 と利根川 に比 し約
5 割増 しの 流出量 が あ る。

　 こ の よ うに南関東 の 水閊題 は，自己 の 流域 の み で は解決

が困難な状況 に あ り，一
方，信濃川流域 で は毎年融雪期 に

大量 の 余剰水 を生 じて い る 。

　こ の こ とか ら，信濃川水系 の 豊富 な 水 を利根川水系 に 導

水す る こ と に つ い て ，古 くか ら多くの 提案が な され て きた

が
， こ れ ら は信濃川下流域 に何 らか の 好 ま し くない 影響を

与える こ と もあ っ て ，実現 に は至 っ て い な い 。

　こ の 提案 は，信濃川 下 流 の 利益をは か りなが ら ， 関東 の

水問題 の 解決 に役立つ こ と を ね らっ た 多目的総合開発計画

で あ る 。す な わ ち，信濃 川 の 水 を単純 に 利根川 に分水す る

とい うこ とで な く，信濃川 の 日本海 へ の 無効放流分 を対象
に して ， 洪水 ピーク の カ ッ トを行 っ て，上流の 黒 又 川貯水

池 に揚水経年貯留 し て，両水系 の 渇水補給 に 当 て よ うとす

る もの で あ る 。

　幸い ， 近年こ の こ とを経済的 ・技術

的 に可能 とす る 大 ダ ム の 建設技術 ， 大

イ ル ダ ム に移行 しつ っ ある こ とで あ る。

　我 が国で は ， 黒 四 ダ ム （関西電力）の 高さ 186m の コ ン

ク リートダム ，高瀬 ダ ム （東京電力） の 高さ 工75m の フ ィ

ル ダム が最高 で ある が，今 日 の 我が 国 の ダム 技術 をもっ て

すれ ば ， 200m を越す大ダ ム を建設す る こ とは困難 で ない

と考え られ る 。

　現在，黒又 川 に は高 さ91m の 黒又川第 1 ダム （総貯水量

4300 万 m3 ） と高さ 82m の 黒又 川 第 2 ダ ム （総 貯水 量

6000 万 m3 ） の 二 つ の ダ ム が あ る が，も し黒 又 川第 1 ダ ム

の 直下流に高さ 250m の ダ ム が建設 され る と総貯水量 は飛

躍的 に増加し ， 約 13億 皿
3

の 大貯水池が形成され る。

　ま た ， ポ ン プ タ ービ ン を用 い た揚水 発 電所 で は ，昭和30

年代初 め に は上池 と下 池 の 問 の 揚程 ・落差 が 120皿 を限度

と され て い た が ， 表
一 2に示 す とお りそ の 後 の 技術的 な進

歩に よ り 250m ない し 300m が可能 と な り ， 昭和40年代に

は 500m を越 え ， 単機 の 容量 も数万 級 kW か ら 30万 kW

に増大 して お り， 揚水量 も 1発電所 で 毎 秒 600m3 に 達す

る 設 備容 量 120万 kW の 揚水発電所が建設 され て い る。

　 こ の よ うなダ ム お よ び 揚水発電 の 技術進歩 の 裏 づ けが あ

っ て 初め て ，地形上大貯水 池建設 の 余地 の 全 くな い
， 信濃

川 下流部 の 余剰水 を， 支流で は あ る が ， 大貯水池建設可能

な黒又 川 に 経済的 に揚水貯留す る こ とが 可能 とな っ た もの

で あ る。

表一1 世 界 に お け る ハ イ ダ ム

揚水発電 の 技術 が 進歩 し ， ま た 両水系

の 分水嶺付近，黒又 川 に信濃川 の 余剰

水を貯留す る大貯水池 を建設 で きる地

理的 ・地形的条件が与え られ て おり，

こ れ らが 背景とな っ て 本提案 が作成 さ

れ た もの で ある 。

　 3．2　ダ厶 お よ び揚水発電技術 の 水

　　　 準

　ダム 技術 の 進展を示す一つ の 指標 と

して ， ダ ム の 高 さに 注 目す る と，世界

の 既設ダ ム は 表
一 1に 見 る よ う に，

1962 年完成 の Grand 　Dixence （ス イ ス ）

の 285m を始 め とし て，高さ 325m の

Rogunsky（ソ連），317m の Nurek （ソ

連）等計画 中，建設中の ダ ム を含 め る

と 200m 以上 の ダム は 26箇所 に 達 して

い る 。

　ダ ム の 高 さが Hoover ダム に よ っ て

200m を突破 し て 以来，　目進月歩 の ダ

ム 技術 は つ い に 250m を越 えて，3001n

を越す高 さ に挑戦 し て い る 現状で ある。

　こ こ で 特 に 注 目すべ きこ とは ， こ れ

ら の 大 ダム が コ ン ク リ
ー
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表一2 我 が国 の 揚水 式発電所 の 例

所 　　名 事 業 者 河　 　川 所 在地

発 電 所
最大出力

　 MW

最大発 電
使用水 量

m
鼠
／s

最　 　大
揚 水 量

　皿
臼
／s

最高発電
有効落差

　 m

最 　　高
揚 　　程

　 血

水 車出力
田

・台当・ ・褪 　｝
　　　 発電楼 容量

　 　 　 　 MVA

運転開姶
（昭和）

池 鷹 】電 澱 副 新 宮 川 隊 良 144 ・4・ 1142 129．5132 80 ・・ i ・9

池 原 ・ 黼 開発 1新 宮 川 奈 良 206 ・・。 1200 129．5132 110 11041

矢 木 司 棘 勸 園 椡 ・［ 群 刷 ・4・　 13 ・・ 1m ・ 1111 112．5 87 851 ・  一一42

喜 撰 山 陋 醜 力 睡 川 縁 副 466 248 220 22σ 230 24D 25045

安 ・ 1鶇 力 1・ ・ 1長 剛驫 ・ ・ 1359 、3、 亅
　 　 1138

109 109 睡 45

新 e 副 電瀰 剃 鷲 川 1愛 矧 H25 645 跚 236 245 230 250 　　　　47−−48

沼 　 原 陣 躙 剰 那 珊 目 栃 木 1675 173 14喚 50D 528 230 25048

野 娘 利 関西勧 障 ）n 兵 庫 ・21213761285 … ．・i423．8rIe3 1・・ i47−5e

大 平 レ・耀 力 隊 磨 川 陣 本 ． ・・ 1124 93 512 545 25・ 1265 ．50

馬 瀬 川 1 「中部電 カ ト木 曽 川 1岐 阜 i286 ・351 ・311105 ．5109 ．3i150 16051

南 刺 中醜 力 1畑 川 広 副 620 254 … 13 ・751340 318132651

賠 野 1関醴 力 ：X ・
’
a
’
川 奈 劇 12・6 288 237 505 539 207 22・ 153−−55一

竡 青 津 1電灘 隋 濃 川 新 潟 lID・・ 260 210 490 ．512 260 ・8・ 1・3−…

新 高 瀬 1黥 電刺 信 測 ・ll 長 ・fl ・28・ 1 腿 弸 241・712M ．41336 36・ 陣 一・6

第 二 沼 州 東孀 刺 阿賀馴 陣 島 1 姻 250 164 ・・2．・ 1230 236 ・4・ 1・5−・7

玉 原 東櫨 酬 利 根 川 隔 馬 1 ・2・・ 2了61 … ！ 518 559・・i213 ・2・ 陬 一・・

下 矧 離 驍 阿賀野川 1福 副 1… 314 252 387 440 26e 280　　 58− 59

本 川 四 国勸 1吉 野 川 隔 矧 amI … 1110 550 576 306 32058

　3．3 カ リフ オ ル ニ ァ 州利水計画 （Orovilleタ
》
ム）

　南北 に 長 い ア メ リカ ・カ リ フ ォ ル ニ ア 州 は北部は降水量

に恵ま れて い る が ， 南半分 は雨量 が極端 に 少 な い
。

　初期に は ， そ れ ぞれ の 地域で 開拓局や陸軍 工 兵隊 に よ る

個々 の 開発 が行わ れ て き た が ， 戦後サ ン フ ラ ン シ ス コ 市 や

ロ ス ア ン ゼ ル ス 市の よ うな大都市や農村地域 の 著 し い 発展

に 応 じ て ，州政府 は 州全体 の 利水計画の 検討 を始め，1951年

に は Feather 河
一〇roville ダム ，　 Sacrarnento− San　Jaguin

デ ル タ の 開発計画等 を決定 し， 1957年に は全州の 利水計画

を立 て，1960年 に は住民投票を経て ，全州 の 利水 ・洪水調

節 ・レ ク リエ ーシ ョ ン ・魚類そ の 他生物 の 保護 と発電 を含

む計画の 決定をみ た。

　こ れ が カ リフ ォ ル ニ ァ 州利水計画 で あ っ て ，Orovilleダ

ム に貯水した水を途中の 水需要地 に供給 し な が ら，延 長

1100km の 水路で 水 の 不 足する ロ ス ア ン ゼ ル ス の 南方 まで

送水 して い る 。

　事業費は約 34億 ドル を越 して い る もの と見 られ る が ， 連

邦政府 ・州政府をは じめ ， 市 ・郡等の 水の 受益者 ・電力会

社 ・電気局等 の 緊密 な協力 に よ っ て 州水資源局 が こ れ を統

括運営 し て い る 。

　計画 の 中心をなす Orovilleダム に つ い で ， 参考 の た め 若

干追記す る と，図一3 に示す とお り高 さ は 235m ， 堤頂長

1707m ， 堤体積 6110 万 mS の 中央遮水ジーン 型 フ ィ ル ダ

ム で あ っ て，そ の 規模 は 関越利水計画 の 黒又川 ダム に ほ ぼ

匹敵す る が ， 貯水容量 は黒 又 川貯水池 の 約 4 倍，43 億 m3

J6
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図一30rovilleダ ム 標 準断面 図

とい う巨大ダ ム で あ る 。

　1963年に着工 し， 約 5 年の 歳月 を経て ，
1967年10月 に完

成して い る 。

　6000 万 mS に 及 ぶ ダ ム 盛立 て 材料の 大 半 が，ダム 下流

10数km の 地点か ら鉄道 に よ っ て ダ ム サ イ トまで 運搬 され

た。

　ダム 材料 の うち，コ ア 材料 は 河床 堆 積物 で あ り，シ ェ ル

材は ， 1800年末か ら1900年前後 の ゴ ー
ル ドラ ッ シ ュ 時代に

砂金を採取した跡の 廃棄され た砂利 ， 玉 石 などで ， 面積約

2　800　ha
， 深 さ 18m に も及 ん で 堆積 して い た も の を使用 し

て い る 。

　こ の 廃棄物 は せ ん断強度，透水性，締固 め特性も良好で ，

シ ェ ル 材 と し て 全面的 に 使用 され た。

　 コ ァ材 の 採取 に は トラ ク ター牽引 ス ク レ
ーte −一

（38　me ）

が使用 され，振動 ス ク リ
ー

ン で 分級 し て，75mm 以上 は 除

去 した もの を ス ト ッ ク し て ，更 に 鉄道輸送 され た。75　mm

± と基礎，35− 1 （348）
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表
一30rovi11eダム の 各ゾ

ー
ン の 転圧 方法，材料の 規格

粒 度　（％）

ゾ ー
ン 別 材 料

000＃ 4＃ 1 最 大粒 径
（c皿

！
）

鬻
き

厚
（

転 　 圧 　 方　 法

コ 　 　　 　　 　 　 ア　   1  厚404D −70 一 100 7，5 Wont
士 L5 ％

258 回，1DOt タイ ヤ ロ ーラ ー

ト ラ ン ジ シ ョン 　  0園817 卍5050 − 90 37．5 一 37．52 回 ，3．5t 振動 ロ ーラ ー

シ 　 　　 鷁　 　　 ル 　 
一 25以下 大部 分6” 以 下 60 一 602 回 ，3．5t 振動 ロ ーラ ー

フ ィ ル タ ーお よび ドレ
　 　 　 　 　 　 　 　  一

ン

一 10以下 同 上 60 一 60 】回 ，3．5t 振動 ロ ーラ ー

以 上 の オ ーバ ーサ イ ズ は シ ェ ル ゾー
ン 用 に転 用 した 。

　シ ＝ ル 材 は バ ケ ッ トホ イ
ー

ル エ キ ス カベ ーターと ドラ グ

ラ イ ン に よ っ て 採掘 ・積込み を行い ，鉄道輸送され た 。

　鉄道は 40両連結で ，
10両 1 度 に積込 み 可能 で ， 1列車 の

運搬量 は 400Gt （2500m3 ）で あ っ た。

　ダム サ イ ト下流 ま で 運搬され た材料は，カ
ー

ダ ン パ ー，

7600m3 の ス トッ ク ヤ
ードを経て ，

ベ ル ト コ ン ベ アーで ダ

ム サ イ トに運ばれ，更 に ポ ッ パ ー
を通 じ ， 100t積み 底開

き ダ ン プ トラ ッ ク に よ リダム 盛立て 面 に 運 ばれ た。

　 1 日の 施工 量 は 76000 皿
s
（1 日 3交代，掘削運搬 は週 6

日，盛立 て は 週 5 目）で ， 最盛期に は 年間 1730 万 m3 の

盛立 て が行わ れ た
。

　ダム の 各ゾー
ン の 転圧方法，材料 の 規格 などは表

一3 の

とお りで あ る 。

　こ れ らの 材料 の 使用 に 当た っ て は ， 慎重な検討が なされ

超大型三 軸試験，各種 の フ ィ
ー

ル ド試験を行 っ て ， 転圧方

法 機種等を決 め，詳細 な 安定解析に よ っ て ダ ム の 安全 を

確認 して い る 。

　特に注目され る こ と は ，
Oroville湖 の 周辺 は付近 の リ ゾ

ー
トエ リア の 住宅街 を含め て ボート， 水上 ス キー

， 水泳 ，

魚釣 り等 ，

’
水位 の 変動 の 激しい 我が国の ダ ム で は余 り見 ら

れない レ ク リエ
ー

シ ョ ン の 場 とな っ て い る 。

4．　 設備の概要

　計画段階にお い て行 っ た予備的設計な らび に検討をま と

綴荊鬻畿卸
帖 をなす黒又川 ダ ム の

　こ れ らの 各種数値 は ， す べ て 図上お よ び 現地踏査 の 検討

結果 で あ り， 今後行わ れ る べ き精密調査 に よ り当然修正補

足 され る べ きもの で あ る 。 　 　
「

　4．1 小午谷取水およ び 小 干 谷 ポン プ 。 発 電所

。鞭：
卜

畿襲臨禦欝勦盃》鞴

ll蟻爨 難
電併用 と し，信濃川 の 渇水補給用 とす る 。

January ，1987

　野 辺 川ダ ム は 高 さ 100m ，堤体積450 万 皿
3
の フ ィ ル ダ

ム で 計画 され て い る。

　 4．2 野辺川一黒 又 川水路

　野 辺 川貯水池 と黒 又 川貯永池 を結 ぶ 水路 は 内径 7．6m ，

延 長 20．7km の 円形圧カ トン ネ ル 2 条で計画 され て い る 。

　4．3　黒又川ポン プ ・発電所

　野辺川貯水池 の 水を標高 500m の 黒 又 川貯水池 に ポ ン プ

ァ ッ プ す る た め黒又川 ポ ン プ ・発電所 を黒又川 ダ ム 上 流

200 皿 の 左岸地下に設 け る。

　ポ ン プ ・ 発電機を設置す る地下空洞 は断面約1　500　m2
，

延長約 160rnで あ るが ， そ の 他地 下工作物 と して 延長 350

m の 斜坑鉄管路や調圧水槽が設 け られ る。

　ポ ン プ 設備は 287500kW 　4 台 ， 基準揚水量 は 毎秒 300
m3 で 計画 され ， 発電機は 200000 　kW 　4 台 で ある 。

　 4，4 黒 又 川 ダム ・貯 水 池

　図一 4は ダム の 平面図， 図一5 は ダ ム の 標準断面図，図

一 6は ダム 縦断 で ある が，こ れ らの 図面 に示 す とお り既設

黒 又 川 第 1 ダム の 直下 に ， 基 準高 250m ， 堤頂長 1410m
，

堤体積 6800万 m3 の フ ィ ル 型式の 黒又川ダ ム が 築造 され

る。貯水池 の 満水面 は標高500m ， 総貯水量 13億 mS ，利

用水深 100皿 と して 有効容量 11億 皿
s
の 我 が国最大 の 人 工

湖 が 出現す る 。

艮1．設黒又川

第 L

  謁 　　 l
li

『

，
．鼎

製
　　　　　　　　　 図一4 黒又 川 ダム 平 面

驚
鱗

轟
饗

讖
購

聴
腿
膨

薪

17

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．1657

書1
言1

　　 図
一5 黒又 川ダム 標準断面

　　　　湖，洞元湖 お よ び藤原湖 を経て 利根川 に放流さ れ る が，奥

　　　　利根湖 の 最高水位 850m と利根川 ， 吾妻川 の 合流点 の 標高

　　　　 200皿 の 問 の 落差 650m を利用す る た め ， 増設 1 ， 新設 2

　　　　発電所 を設 け る。そ れ ぞ れ の 発電力は 40MW ，160　MW ，
ワ

協．。。
43MW で あ る・

図
一6　黒又川 ダム縦断

　洪水吐 は ダ ム 右岸 に 設け ， 計画洪水量毎秒 21COmZ を流

下す る。ゲ
ー

トを用 い ない 直入 シ ュ
ー

ト式 を用 い ，減勢池

を経て
， 破間川左 岸に 放流す る。洪水吐延 長 は 1700m で

，

こ の 部分の 破間川左岸 に は国鉄只 見線が通 っ て い る が ，

一

部右岸に付替を行 う必 要が あ る 。

　工 事 中の 仮排水路 は トン ネル 方式 と し，既設黒又川第 1

ダ ム の 右岸直上流 よ り取水 し， 洪水吐減勢池 の 直上流 に導

き 破間川 に 放流す る。既設黒又 川第 1 ダム は，黒 又 川 ダム

の 締切ダム の 役を果たすもの で ， 仮排水路の 容量 は ， 黒又

川第 ユ ダ ム の 計画洪水量 を流下す る もの とす る。なお，工

事 中の 仮排水路 は将来高圧 ゲートを設 け て ， 非常放流路と

す る 。

　4．5　黒又 川一北 ノ又 川 水 路

　黒又川貯水池 と北 ノ又 川貯水池を結 ぶ永路 は 内径9，9m ，

延長 9　950m の 圧カ トン ネル 1 条 で 計画 され て い る 。

　 4．6 北 ノ 又 川 ダム および枝折ポ ン プ ・発電所

　既設奥只 見ダ ム 貯水池 の 北 ノ又 川背水終点付近 に 基準高

110m
， 堤体積 810万 m3 の フ ィ ル 型式 の 北ノ又川 ダム を築

造す る 。

　 こ の ダ ム で形成され る貯水池 （北ノ又 川貯水池）の 標高

は 880m で ， 黒又 川貯水池 の 水は 灰 ノ 又沢
一枝折峠問の 地

下 に設 け る 枝折ポ ン プ 所 で 北 ノ又 川貯水池 に揚水 され ，

一

時貯留 の 上 自然流下 で 利根川水系奥利根湖 に放流 され る 。

　ポ ン プ 設備 は ，
325MW 　4 台，1300 　MW の 容量 で 基準

揚水量毎秒 300　ma に対応す る 。 発電 は ， 北 ノ 又川貯水池

と黒又 川貯水池間 の 基準落差 に よ っ て ， 単機 300MW 　4

台 120 万 MW の 発電力 を確保す る。

　 4．7　関越導水路

　北ノ又 川貯水池 と分水嶺 を越えて奥利根湖を結ぶ関越導

水路は内径48m ， 水路勾配 1！1000 ， 延 長 工8200m の 無

圧馬蹄型 トン ネ ル で あ る 。

　4．8　利根 川 水 系 の落差有効利用 と増設 発 電設備

　関越導水路を経て 奥利根湖に導水され た水は 既設奥利根

18

5． 黒 又川 ダムの施工計画

　本計画 の 中で最大の 構造物で あ る 黒又川 ダム 本体の 施 工

につ い て は 日本プ ロ ジ ＝ ク ト産業協議会， 水資源委員会の

メ ン バ ー一が ， 既存資料 を参考 に し， 現 地 踏査 に 基づ い て 検

討を行 っ た。

　 さ らに，諸外国 の 大ダ ム 施工 法調査 の た め，昭和56年 8

月23 日よ り 9月 4 日の 間，レ ベ ル ス トーク ダム （カ ナ ダ ・

ブ リテ ィ シ ュ コ ロ ン ビア 州）， ウォ
ー

ム ス プ リ ン グス ダム

（米 国 ・カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ），オ ロ ビル ダム （米 国 ・カ リ フ

ォ ル ニ ァ 州）お よ び イ タ イ プ ダ ム （ブ ラ ジ ル 。パ ラ グ ア イ

国境）を訪問 し，参考に した 。

　各 ダ ム の 施 工 機械，工 事実績 は次 の とお りで あ る 。

　   レ ベ ル ス ト
ー

クダ ム

　ダ ム は コ ン ク リ
ー

トダム （高 さ175m ，堤体積 230万 m3 ）

と アース ダ ム （高さ 120m
， 堤体積 1300 万 皿

s
）の 複合ダ

ム で あ る 。

　 ア
ース ダ ム に は 120t 級ボ トム ダ ン プ

， 77t 級 リア ダ ン

プ
，
9．6m3 級 ・5．4m3 級 ホ イル ロ

ーダー
，

23．7m3 級 モ ー

ター
ス ク レ

ーパ ー
， 27t 級 モ

ーターグ レ
ーダー

等 が フ ル に

活動 し，コ ン ク リー トダム 打設 に は ハ イ ライ ン ケ
ーブ ル ク

レ ーン と称する高速 ケーブル ク レ ーン25tX2 基 （バ ケ ッ

ト容量 6m3）とジブク レ ーン 3 基 （バ ケ ッ ト容量 3皿
3
）が

用 い られ 1 日最大打設実績は 5600ma を記録 して い た 。

　ア
ー

ス ダム の 日最大盛立 て 量 は 55　OOO　m3 で ある 。

　  ウォ
ーム ス プ リン グス ダ ム

　ダ ム は 高 さ 97m ，堤体積 2300 万 皿
e
の 中央心壁をも っ

たア
ース ダム で あ る。

　 コ ア 材 ，
フ t ル ター材 お よ び ドレ イ ン 材 い ずれ もダ ム 上

流の 土取 り場 か ら 110t ， 50　t
，

25　t 級ダ ン プ で搬入 して

い た が， ラ ン ダ ム 材は環境保全 の 目的 で ペ ル ト コ ン ベ ァ

（幅 1．8m ， 長 さ 1046m ）で 場 内に搬入 し， こ れ を 110　t

ダ ン プ で 受けて 盛 立 て を行 っ て い る 。

　日最大盛立 て 実績は 18時間 で 75　OOO　m3
．

　  　 イ タ イ プ ダ ム

　ダ ム は有名な イ グア ス の 滝 か ら上流 20km の パ ラ ナ川

に あ っ て，中央部 の コ ン ク リ
ー

トダム 。余水吐，左右岸 の

フ ィ ル ダム を合わ せ る と 総堤頂長 9000m に達す る 複合ダ

ム で あ る。

　総 工 事数量 は仮排水路 ， 締切ダム を含め掘削 6000万 皿
3
，

コ ン ク リ
ート量 1250万 mS

， 盛立 て量 1660 万 mS と い う

巨大 な も の で あ る 。

　コ ン ク リ
ート打設 の 主な 設備は20t タ ワ

ー
ク レ

ー
ン 8 基，

土 と 基礎 35− 1 （34B）
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20t ケ ーブ ル ク レ
ー

ン 7 基，タ イ ヤ 式走行ク レ ーン 49基 ，

バ ッ チ ャ
ープ ラ ン ト 3 箇所 で ， 月最大打設量 は 33万 M3 を

1980年11月 に記録 して い る。

　仮排水路掘削時 に は ブル ドーザ
ー46台，シ ョ ベ ル 8 台，

68t ダ ン プ 40台 ， 45　t ダ ン プ45台，32　t ダ ン プ22台 が 投入

され 月最大 125 万 皿
3
， 日最大 5万 mB の 実績を残 し て い

る 。

　左右両岸 の ロ ッ ク フ ィ ル ダ ム ， ア
ー

ス ダム は 工 程的に ク

リテ ィ カ ル で な い の で ，使用機械 も比較的小型 の 70t リヤ

ダ ン プ が使用 され で い た が ， 仮締切ダム （体積 1000 万 m3 ）

の 盛立 て 時 に は 目最大10万 m3 の 盛立 て を行 っ て い る。

　黒又 川ダ ム の 施工 を検討す る に 当た っ て は，国内 の 諸 ダ

ム の 施工 計画 は もち論，上記外国 の 大ダム も参考に した
。

上流仮締切と し て既設の 黒又川第 1 ダ ム を流用 し ， 流水は

ほ とん ど発電 に 利用 され て い る現状 で あ P ， 洪水吐 よ りの

放流 は 融雪期以外極 め て 少 な い 。

　 こ の た め黒 又 川 ダム の 工 事開始後， 仮排水路工 事 と同時

に ダム の 本体掘削も着手可能 と考 え られ る の で，工 期 は 8

年 ， そ の う ち盛立 て工 期 は 5 年 と考 え た 。

　 ま た 堤体 の 各 ゾー
ン 別数量 は 次 の よ うに 推定 し た。

　 すな わ ち堤体積 6800 万 m3 の 中，
コ ア材 800 万 m3 ，フ

ィ ル タ
ー

材 900 万 m3
，

ロ ッ ク材 5100万 M3 と した。

　盛立 て に 必 要 な 材料採取場 は踏査 の 結果 ， 数地 点 を選 定

した が ， どの 地点 に お い て も岩質等 で 特に 問題 は な い と考

え られ る。運搬を考慮 して ，

一
応ダム 下流左岸お よ び右岸

の 区域 を 想 定 した。運搬道路 は総延 長15km に及 ぶ もの と

考 え られ る 。

　 黒又川 ダム は 新潟県 の 豪雪地 に あり， 特に コ ァ につ い て

は冬期間の 12月 か ら 4 月 ま で の 5 か 月間 の 盛立 て は不可能

と考え られ，年間 の 盛立 て 可能目数 は コ ア につ い て は75〜

90目 ，
フ ィ ル タ

ー
は コ ア の 10％増，ロ ッ ク は175〜190 日程

度 と考 え られ る 。

　 豪雪地で ある 三国川ダム
， 奈良俣ダム

， 五十嵐ダム ，寒

河江ダム 等 を勘案して ， 年間の 盛立て可能日数は コ ァ お よ

び フ ィ ル タ
ー

は 75日，
ロ ッ ク は 180 日 と推定した 。

　 こ れ ら の 事 か ら日平均盛立 て 量 は コ ァ 21　340　mS
， フ ィ

ル タ ー 　24　OOO　m3 ，ロ ッ ク 56　670　ms
， 合計 102010 　m3

， 最
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盛期 は 上記 の 1．5倍 ， 約 150　000　・m3 程度 の 盛立て 量 と な り，

1 日 の 作業時間を16時間 とすれ ば ， 最盛期の 時間当た り盛

立 て 量 は約 10　OOO　m3 とな る 。

　こ れ と盛立工 期 5年を勘案すれば ， 過去 の 国内に例の な

い 大型 機械 の 投入 も考慮 せ ざる を得 ない もの と考え られ る。

　 こ の た め掘削切崩用 の ブ ル ドーザ
ー

は 30t ， 45　t ， 80　t

級 の 組合 わ せ ，
コ ア ， フ ィ ル ターの 積込 み 運搬 に は ホ イ ル

ロ ーダ
ー9〜10 皿

8
級 と 45t お よび 77t 級の ダン プ トラ ッ

ク ，
ロ ッ ク の 積込 み 運搬 に は ホ イ ル ロ

ーダー9〜16 皿
3
級と

77t 級 ダ ン プ トラ ッ ク ま た は 11〜18m3 級電気シ ョ ペ ル と

77t 〜120　t 級ダ ン プ トラ ッ ク の 組合 わ せ が考 え られ る 。

　 こ の た め運搬道路の 幅員も20〜24m 程度必要 とな る が，

急峻な地 形 を考慮す れ ば，こ の よ うな 大規模 な道路 を築造

し ない で ， 例 え ば原石山よ り堤体付近 ま で ベ ル トコ ン ベ ァ

を利用す る 方法，トロ ッ コ を連結して循環させ る連続土砂

輸送法等，新 し い 工 法 の 研究 も必 要 で あ ろ う。

6．　 む　す　び

　こ の 計画 は ， 以 上 の よ うに 「関」 と 「越」 双方 に メ リ ッ

トを与え る多目的計画 で あ っ て ，そ の 範囲 は，治水 ・農業

利水 ・都市用水 ・発電
・観光 ・レ ク リ　＝

L一
シ ョ ン と多岐 に

わ た り両地域 の 産業 ・経済 ・文化 の 発展 に 寄与す る とこ ろ

大で ある。

　ま た水没 ・補償物件 も 2 つ の 既設ダ ム ・発電所 の ほ か ，

こ の 規模の プ ロ ジ ェ ク トと し て 極 め て 少 な い
。

　 こ の こ とか ら日本 プ ロ ジ ェ ク ト産業協議会の 創立以来の

提唱 プ ロ ジ ェ ク トとし て，多年検討 が 重 ね られ ， そ の 推進

が計 られ て き た
。

　本計画 を た た き台 と して ， 修 正 ・補足 の 上，一
目も早 く

国家的プ ロ ジ ェ ク トと して本格的調査，検討 が進 め られ る

こ と を希望 して むすび と致し た い
。
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